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平成22年３月17日 

各  位 

会 社 名 株式会社 朝日ラバー 

代表者の役職名 代表取締役社長 横山 林吉 

（JASDAQ コード番号 ５１６２） 

問い合わせ先 常務取締役管理本部長 中沢 章二 

Ｔ Ｅ Ｌ ０４８－６５０－６０５１ 

 

組織変更ならびに取締役の職務分掌の変更と人事異動について 

 

当社は、平成22年３月17日開催の取締役会において、平成22年４月１日付をもって、下記のとおり、

組織変更ならびに取締役の職務分掌の変更と人事異動を行いますのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．組織変更の目的 
平成22年３月期は、急激な外部環境の変化に対応するため、役員が本部長となる３本部制を採用し、
開発に係わる営業と技術の機能を集約して次の事業の柱となる開発テーマの発掘と事業化の早期推進

を進める一方で、既存製品の営業と生産の機能を集約して、各工場間の技術や生産における情報共有化

を円滑に進め、効率的な生産体制づくりを行ってきました。 
平成23年３月期は、効率的な組織体制や業務分担の明確化が進んだことから、機能別組織として４
つの統括部を設け、管理職の若返りを図ります。また、部署間の連絡を密にすることで、当社の経営方

針である新製品・開発製品の市場供給を進めてまいります。 
 
 ２．各統括部の業務内容 

①営業統括部 
・営業統括部は、開発営業グループと営業グループと大阪営業所及び上海駐在事務所を統括する。 
・開発営業グループは、量産化を控えた案件の早期立ち上げと中長期の視点でのマーケティング

と顧客開拓を進める。 
・営業グループは、既存顧客および量産が始まる開発製品の顧客への営業活動を推進する。 
・大阪営業所は、関西地区の既存顧客および量産が始まる開発製品の顧客への営業活動を推進する。 
・上海駐在事務所は、主に中国の華東・華北地区への営業展開の拠点とする。 
②技術統括部 
 ・技術統括部は、技術１グループ、技術２グループ及び知的財産グループを統括する。 
 ・技術１グループは、白河工場で生産するASA COLORブランド製品を中心に色と光のコントロ
ール技術による素材・製品開発と試作・量産展開を進める。 

 ・技術２グループは、福島工場で生産する高機能ゴム製品と第二福島工場で生産する医療用ゴム製
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品を中心にした素材・製品開発と試作・量産展開を進める。 
・知的財産グループは、朝日ラバーグループの知的財産戦略と管理業務を行う。 
③生産統括部 
・生産統括部は、工場の生産機能と品質管理グループ及び購買機能と生産管理機能を持つ業務グ

ループを統括する。 
   ④管理統括部 

・管理統括部は、本社管理グループと福島管理グループを統括し、総務、経理、原価管理、広報

IR業務を行う。 
   ⑤品質保証グループは統括部から独立して製品品質の保証業務を行う。 
 
３．取締役の職務分掌の変更（平成22年４月１日付） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
４．人事異動（平成22年４月１日付） 

 
以 上 

氏名 新担当 継続職 旧職 

伊藤 潤 営業・技術担当 
代表取締役副社長 
朝日橡膠（香港）有限公司董事長 開発本部長 

中沢 章二 管理担当 常務取締役 管理本部長 

亀本 順志 生産担当 
兼 品質保証担当 取締役 事業本部長 

氏名 新職 旧職 

渡辺 陽一郎 営業統括部長 事業本部営業統括グループ長 

小林 由幸 技術統括部長 開発本部開発グループ長 

押山 徹 生産統括部長 事業本部生産統括グループ長 

堀 信幸 管理統括部長 
兼 管理統括部福島管理グループ長 管理本部福島管理グループ長 

滝田 茂行 品質保証グループ長 事業本部品質保証グループ長 
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監査役会

経営会議

株式会社 朝日ラバー

第４１期組織図（平成２２年４月１日）
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